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■ 大井町近辺の生物季節

大後美保 ・鈴木雛次 『日本生物季節論』 (1947年,北 陸館 )よ り



大井町 自 然観察ガイド (動物篇 )

自然は私たちの身のまわ りにあり,生 き物は庭先で見ることができます。自然

の美 しさや生き物の不思議さを感じるためには,一 歩外へ出てみれば じゅうぶん

といってもよいでしょう。

テレピゲー′、やファミヨンやアニメ番組よりも,自 然の生き物の変化や種類の

多さの方がずっと面白いはずです。さいわい,大 井町にはこどもが遊べる自然が

まだ残つています。虫を採った り,草 をつんだ り,魚 をつかまえたりして遊べる

自然があるというのは幸福なことです。

町のどこでどんな生 き物が見られるのでしょうか。町にはどのくらいの生き物

がいるのでしょうか。それを知るためのきつかけになればと考えて,こ の自然観

察ガイ ド (動物篇 )を 作 りました。

月ごとにちがつた自然観察のテーマが設定 してあります。単なる日鑑の引き写

しにならないように,大 井町で観察できる内容にしぼってみましたが,十 分では

ありません。それに魚やザ リガニなどの水生生物の内容がありませんし,ほ 乳類

の情報も入れることができませんでした。

このガイ ドはこれまでの自然調査の結果を報告したものではなく,こ れからの

自然観察のきつかけを示 したものと考えてください。

つまり,こ のガ イドは 「読む」ためのものではなく,実 際に 「使うJ目 的で作

りました。このガイ ドとボールペンを手にもつて,外 へ出かけてほしいのです。

ページの下の方に自分の 「観察記録」をメモするところがあります。

ここに気がついたことを書きこんで,あ なただけの自然観察ガイドを作つてみ

て下さい。

自然観察ではふつ う次の 5つ を記録 します。特に始めの 3つ は必ず記録 してお

かないと後で投に立たなくなってしまいます。また,生 き物の、名前を正確に知る

ためには実物が必要です。

1)い つ   [例 ] 1995年  8月 12日    16時

[西暦で記録する] [時 刻はできれば24時間表示]

2)ど こで   [例 ]大 井町金手の畑地

[必要に応じて編1竜や時図も記録する]

3)だ れが   [例 ]大 井太郎  [固 有名詞で記録する]

4)な にを  「 例 ]モ ンキアメハ 成 虫

[種類が不明なら採集や撮影をして標本や証拠を残す ]

5)行 動   [例 ]花 にとまった

[動物のばあい,観 察 した生き物がどんな行動をして

いたかを記録 しておくとよい]

ではさつそく外へ出てみましょう。
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1)モ ンキアゲハを男ちたのは

夕     年   月

2)キ アゲハの幼虫がセ リ料の葉を食べていた

夕     年   月

3)モ ンシロチョウをЯ,たのは
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5月 5B

▽ アマガェル

鼻から日、耳を通る暗色のす じ

緑色または淡褐色で斑紋の
あるものもいる
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〔観 察 記 録 〕

1)シ ュレーゲルアオガエルの鳴き声を聞いた

夕     年   月   ロ イ場所

2)ア マガエルが鳴き始めたのに気が付いた

夕     年   月   日 (場所

3)ト ウキョウグルマガエルの声を聞いた

夕     年   月   日 (場所
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b月6日
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初 アリが飛んでき
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1)羽 ア リを見ましたか

多     年   月

大候

気温

風の様子

2)ど んなアリで したか

採集 しておいて下さい

「1 1

表 i 巣 を』殴後初めて撃雄の羽アリが出現するまでの期間
クロオオア)と ク,ナ ガアリは羽ァリで越冬して翌年
飛び立つ。ナムライアリは春から初夏にかけて羽アリ
を育て,そ の年の夏に飛び立つ
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●性別の見分け方

オス     メ ス

腹の先端 を裏側から見る

→ クマゼ ミ

細長 く光沢がない。触覚の第 4節

は第 3節 より短い。
→ツクツクポウシ



② →
触覚の毛は少な く、第 3節 は第 2節

と同じ長さ。第 2節 より先は急に細
くなる。

‐ミンミンゼミ

触覚は毛深 く、

1. 5倍の長さ。

細 くならない。

第 3節 は第 2節 の

第 2節 より先は急に

―アブラゼ ミ

一宅昏 タト ー

湘南地域では5月 から6月 に出現するハルゼミ。夏の調査では見つか

る可能性が少ないので、上記の検索から除外 した。

①のグループのヒグラシに似ているが、触覚が第 7節 であること、第
4節 が第 3節 の 3倍 以上の長さであることで区別できる。

湘南地域のセミの見分け方 (続き)
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.Bはr室朽卜弔N輩ジdコ峻監」(lNギ傑)xリ



た

ｏ

し
す

き

ま

け

い

か

が

見

ネ

と
カ

ポ

７

ン

米

ト

ア

・

の
と
す

化
ネ
ま

と
力
れ

ボ

ア

ウ

ン

ツ
乳

ト

ナ

も

力

も

ら

７

た
ち

ボ

コ

。アウ トン
た十町では

/θ用/θ日

左右の日はとおく
はなれる

=角 室は前後羽

ともなョ庁に長い

フオイトトンボ属

前羽のくぴれの手前
に12本以上の横の脈

(結節前横脈)がある

シオカラトンポ

左囲はチツアカネ

矢EDの黒すじが
｀
第11口中進続で,その先端

の】く恭で区局」できる

ナリアカネとアキアカイの区別点

(胸 部 の 側 面 図 )て朝比奈)
- 1 5 -

,434s6守

左右の日はくっつく
後羽がint羽より幅広い

前羽の三角室は張い

結節前lA脈は
7～ 8本 ＼

ひろがつている

晩秋の トンボの絵解き検索 日捕騎
r白窯蜘 メ略新春)より

観 察 記 録 )

1)ア カ トンボが飛ぶのを見た

多     年   月   日

(場所

2)ナ ツアカネとアキアカネを区

別できた

多    年  月   日

(場所        )

前羽と後羽の

署?猛1絶騒i
g

カ トリヤンマ

ウスパキトンポ

アカ トン潟属

慈

小笠原突明 1‐身近な見虫J(誠 文堂新光社)よ り



.S阜奔ずヽ章麟 よ賃貯品者考子ウカヂノロ′
/1月′′B

ムク ドリ

ザ
・
ラス外

／
．ヽ

ヽ
ンハ

↓

●虫禁 共蛸 一佐軒洛彦叱り」
嗅―総合はほ.lq90)。「軸
白領弼協々 1宮」(お総 以脇)

〔観 察 記 録 )

1)1998年 11月14日跡ぐり遊歩道での記録種ll種です (観 察できた種をチェックしましょう)

ロヒヨドリ ロ ホオジロ ロ イカル ロ シジュウカラ ロ コゲラ ロ ユナガ

ロメジロ  ロ ビンズイ ロ ハクセキレイ ロ ムクドリ ロ ハンボソガラス

2)1993年 11月に町内各所で記録された他の種です (観 察できた種をチェックしましょう)

tコノスリ ロ ヨジュケイ ロ シメ ロ カケス 回 オナガ ロ アオジ ロ キジバト

ロキジ  ロ アマツバメ ロ 千ズ  ロ ジョウビタキ ロ 中グイス ロ ヤマガラ

シシユウカラ

ビン材

ハンプトガラス

夕他の種類 □       回

-16-

年  月   日 (場所       )



12月 12日
ぃ雰拷名爆鋼酒性孜拭驚全系

のりFのつと乳つ|ゲました。
いつきます。

′.ど           ア コ凶ヽ母
コカマキ リ   ハ ラ ビロカマキ リ カマキ リ

くカイガラムシの特徴〉▼

ナドコガネゲモ
のrlPのう

●サの寄生者.
ィぅtrTSDりヾ〔イ研fめ
の幼■

ρ

々門 郭ヽ t

呼 あといマユ摩

時,静 が巡

は1比 そi わヽ・

〔観 察 記 録 〕  一 一

l)ク モの卵のうを見た

夕種類

2)カ マキリの夢Fを貝,た

夕種類

3)イ ラガのまゆを見つけた

夕種類

所
　
　
所

　

所

場
　
　
場

　

場

日

　

　

日

　

　

日

月

　

　

月

　

　

月

年

　

年

　

年

オオカマキ リ

ツノロウJ

ワタフキカイガラムシ

タカイガラムシ

オオワラジカイガラムシ

ヒモワウムシ

シ

17-



ん!誇`濯鑓々.各2みちケじ争Z十ヽヽ多
てヽす。

tよ八 って しヽ 手t

の業が夕いょぅ

ホソア シナガパチ

・巣穴が黄色い一一
・巣穴が黄色 くない

穴の直径が8耐口以上 巣穴の直径が6m m以下
サの形 巣の上面は強く反り返る

巣の柄は端

コアシナガパチ
巣の上面はたいら
巣の柄は真ん 中

フタモ ンア シナガパチ

察 記 録 〕  一 ― ――

アシナガバチの巣を見つけた

月  日 (場所年夕種類

、どんな行動をしていましたかスズメバチを見̀ た

月  F](場 所年移行動

ハチにrllされたことがありますか

月  日 (場所年夕どんなとき

アシナガ′̀チの■類と典の形

フタモンアシナガパチ   セ グ回アシナガバチ キアシナガバチ ホソアンナガバチ

釜
ンくヽ

観

０
　
　
カ

3)

巣穴付近が黄色 い

キボシアシナガパチ

巣の上面はカ

キアシナガパチ
巣の上面はたいら

セグロアシナガパチ

果の上面はたい ら

-13-



】稔てヽはいろ
スの美しい距e

んな烏が 見ら
に1よび

｀
っくり

に岩 した 。マ ガ
1こ

のオ
してしないました。

2月 2日

マガモ セグロセキ
ことをど!!:

■ ′??3年え月2/B翔 匂い|むのを″努闇後 ぇぇネ室 (綻取でとに種とと4ェックしょしつ)

ロトビ 回 セグロヵみメ

ロハ)ボツガラス

●観報日  年  円  日 ●場所

回カンラゲカ   ロ ン3ウじり矢

□修ゲnセイレイ ロスズメ ロ 与ズ ロ タしパリ ロ ツプミ

回ブ、クセキレイ ロ ヤンパト ロ カ,ラしワ ロ しヨドリ

□7オサデ ロ 年ュゥサギ  ロ コサギ ロ イカルイドリ

ロカルガこ □ てがこ ロ コガし  ロ カイップリ

■z円にBT内で静録さぃた他の絃

回ハイゲカ ロ ノスリ ロ ユンェケィ  ロ キンヽ

ロレX7マツノヾ六  Elコゲラ  ロ )レリビグ☆  ロ トラツグ
'ミ

ロオオコノハズフ  ロ 7カハラ ロ ンロハラ ロ うゲイス

ロェすガ
' ロ

ャてガラ ロ >)・ュウカラ  ロ 米プロ

□よオジロ ロ 7オジ` ロシX ロ ムクトリ  ロ カケス

ロハガ トガラス

■上能快外で級報さにた液畿線 してあ`こう

年 月 日 練

19-ヤ

場叶



も少すぐ'上の中小ら生き物が虫てくる日ですo

3月3日  ヒ キ1'■'レ十△ぜなでたくさルの動物パ準と乳tます。

●ヘ ビの見分け方

尾の腹面の鱗は 1列 に並ぶ |lllll「

剰

ヨ

尾の腹面の鱗は2列 に並ぶ |―

1篠ほ奄巷唇父雷娠盤描者
ミる、日と鼻の間にくぼみがあ′

生の模様が並ぶ

体はほっそりして尾はだんだん細 くなる、顔にくばみはない

腹面の鱗に模様や斑点がある

腹面にビアノの鍵盤のような黒い模様がある

叫

扇

lll面の鱗の両側に 1個 づつの黒い点がある |

面の顔1と輪郭のはっきりした模様がない|

→ タカチホヘ ピ

ン
ー マ ム シ

r卜1111F
→ ジムグ リ

ー ヒパ カ リ

卿

→ アオダイ
シ ョウ

→ シマ ヘ ピ

シマ ヘ ビ(幼 )

→ ヤマカガシ

オダイショウ(幼)● 叫 典

共B背―

晩輸のあ肋」

(蒋ホ申あ後)

背中には4本 の縦す じが走る

体はオリープ色で決色のはっきりしないす じ

がある、阻は黒っばい

体は淡褐色で黒いす じが明瞭、瞳が赤 っぽい

体には多 くのあずき色の機す じがある liitiit

麗背中にはまだら模様がある 鋼

瞳は丸い ⊂

黒いまだら模様の間に赤い部分があり、

首筋が黄色いことが多い

体に赤や黄色い部分はない → ア

唖は縦に長い槽円形、灰色の地と黒い模様の
コントラス トが明暇

→ シロマダラ



ン)とめ寸き

大井まちづくリコミュニテ ィ研究会 ・自然観察班では,月 1回 ,大 井町の動物

や植物を観察する機会を設けてきました`特 に昨年と今年は観察 した生き物の記

録をきちんと残すよう心がけてみました。自然観察会に参力nするというかたちで,

調査に協力してくれた方 々のお名前は下欄に記録しました,

他の図鑑頼の引き写 しでない図や写真,デ ータをのせたかつたのですが,編 集

者の能力不足から,そ れはできませんでした.図 やデータを利用した場合はその

つど出典を書 くようにしました(

よりよい自然観察ガイドになるように今後とも御協力下さい(

(編 集 ・解言,t〉  池 田博明  冊 L.and FAX.0465-82-210,

く観察会指導,ま たは資十1提供〉曽根康明 (鳥源 ),一 寸木肇 (ツパメ )

酒井春彦 (鳴く虫,ア リ項 ).池 田絆明 (クモW,そ の他)

〈調査参加者》 瀬 戸雅子,瀬 戸基生,瀬 戸恵, 日 測破子、日測行政,

藤沢文彦,藤 沢ひろ子,府 川栄一,二 上光子,二 _上普平,二 十―々■1,

鈴木和夫,鈴 木相代,安 口政俊, 福 田光子,福 田真キ・瀬戸勝=,

本川義美,本 川詩子,本 川理恵,本 川倫子,風 問秀泰.大 情,F夫,

大橋皮)すみ,小 松民子,小 松知広,小 松明広,小 松三希子、■西拓,

小宮紗恵子、府川弘美,府 川1耳1党.話 屋、俊那.詰 星、洋子,詰 星弓子‐

酒井奏,酒 井開番, 町 田訳・町田正和,島 村幸大郎′隅田真IP_奈,

隅田帆香,大 崎志乃,室 橋政子,室 橋愛美,室 橋宝,野 村シヅ子.

田中‖t幸.松 島健一,一 寸木純子,池 田千洋 (順不同 )

1993年 4月 ヽ 199=1年 ]0月

この冊子の問し・合わせは下記へ
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